
(57)【要約】

【課題】　本発明は、薄膜蒸着方法を提供することにあ

る。

【解決手段】　チャンバ内に第２反応ガスを連続的に供

給する第２反応ガス連続供給段階Ｓ１２の進行中に、第

１反応ガスを供給する第１反応ガス供給段階Ｓ１３ａと

チャンバ内の基板に吸着されない第１反応ガスをパージ

する第１反応ガスパージ段階Ｓ１３ｂとからなるサイク

ルを繰り返し行う。第２反応ガス連続供給段階Ｓ１２は

、第１反応ガスパージ段階Ｓ１３ｂの進行中に行われ、

かつ第２反応ガスがその基本流量よりも多い流量でイン

パルス供給される第２反応ガスインパルス供給段階Ｓ１

２ａを含む。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
チ ャ ン バ 内 の 基 板 上 に 薄 膜 を 蒸 着 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 チ ャ ン バ 内 に 第 ２ 反 応 ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２
） の 進 行 中 に 、 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ３ ａ ） と 前 記 基 板 に
吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 （ Ｓ １ ３ ｂ ） と か ら な る
サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 い 、
　 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２ ） は 、 前 記 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 （ Ｓ １ ３ ｂ
） の 進 行 中 に 行 わ れ 、 か つ 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス
供 給 さ れ る 第 ２ 反 応 ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２ ａ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 薄 膜 蒸
着 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
チ ャ ン バ 内 の 基 板 上 に 薄 膜 を 蒸 着 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 チ ャ ン バ 内 に 第 ２ 反 応 ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２
） と 、 前 記 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ４ ） と
を 同 時 に 行 い 、
　 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２ ） の 進 行 中 に 、 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 １ 反
応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ３ ａ ） と 前 記 基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ ー ジ す る 第 １ 反
応 ガ ス パ ー ジ 段 階 （ Ｓ １ ３ ｂ ） と か ら な る サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 い 、
　 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２ ） は 、 前 記 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 （ Ｓ １ ３ ｂ
） の 進 行 中 に 行 わ れ 、 か つ 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス
供 給 さ れ る 第 ２ 反 応 ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２ ａ ） を 含 み 、
　 前 記 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ４ ） は 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス の イ ン パ ル ス 供 給 の 終 了
後 に 開 始 さ れ て 次 の サ イ ク ル の 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ３ ａ ’ ） の 開 始 と 同 時 に 終 了
し 、 か つ 前 記 パ ー ジ ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る パ ー ジ ガ
ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ４ ａ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 薄 膜 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
チ ャ ン バ 内 の 基 板 上 に 薄 膜 を 蒸 着 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
前 記 チ ャ ン バ 内 に 第 ２ 反 応 ガ ス を 不 連 続 的 に 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 不 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １
１ ２ ） と 、 前 記 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ４
） と を 同 時 に 行 い 、
　 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 不 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ １ ２ ） の 進 行 中 に 、 前 記 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す
る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ３ ａ ） と 前 記 基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ ー ジ す
る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 （ Ｓ １ ３ ｂ ） と か ら な る サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 い 、
　 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 不 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ １ ２ ） は 、 前 記 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 （ Ｓ １
３ ｂ ） の 進 行 中 に 行 わ れ 、 か つ 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ
ル ス 供 給 さ れ る 第 ２ 反 応 ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ １ ２ ａ ） と 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス イ
ン パ ル ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ １ ２ ａ ） の 終 了 後 に 開 始 さ れ て 次 の サ イ ク ル の 第 １ 反 応 ガ ス 供 給
段 階 （ Ｓ １ ３ ａ ’ ） の 開 始 と 同 時 に 終 了 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 停 止 段 階 （ Ｓ １ １ ２ ｂ ） と を 含
み 、
　 前 記 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ４ ） は 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 停 止 段 階 （ Ｓ １ １ ２ ｂ ）
と 同 時 に 進 行 し 、 か つ 前 記 パ ー ジ ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ
れ る パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ４ ａ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 薄 膜 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
チ ャ ン バ 内 の 基 板 上 に 薄 膜 を 蒸 着 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 チ ャ ン バ 内 に 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ３ ａ ） と 、 前 記
基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 （ Ｓ １ ３ ｂ ） と 、
前 記 第 ２ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２ ａ ） と 、 前 記 基 板 上 に 吸 着 さ
れ た 第 １ 反 応 ガ ス と 反 応 し な い 第 ２ 反 応 ガ ス 、 又 は 反 応 し て 生 成 さ れ た 副 産 物 を パ ー ジ す
る 第 ２ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 （ Ｓ １ ２ ｂ ） と か ら な る サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 い 、
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　 前 記 サ イ ク ル の 進 行 中 に 、 前 記 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る パ ー ジ ガ ス 連 続
供 給 段 階 （ Ｓ １ ４ ） を さ ら に 行 い 、
　 前 記 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ４ ） は 、 前 記 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ３ ａ ） の
終 了 後 か ら 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２ ａ ） が 開 始 さ れ る ま で 行 わ れ 、 か つ パ ー ジ ガ ス
が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 （
Ｓ １ ４ ａ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 薄 膜 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
チ ャ ン バ 内 の 基 板 上 に 薄 膜 を 蒸 着 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 チ ャ ン バ 内 に 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ３ ａ ） と 、 前 記
基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 （ Ｓ １ ３ ｂ ） と 、
第 ２ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２ ａ ） と 、 前 記 基 板 上 に 吸 着 さ れ た
第 １ 反 応 ガ ス と 反 応 し な い 第 ２ 反 応 ガ ス 、 又 は 反 応 し て 生 成 さ れ た 副 産 物 を パ ー ジ す る 第
２ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 （ Ｓ １ ２ ｂ ） と か ら な る サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 い 、 そ の サ イ ク ル の
進 行 中 に 、 前 記 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ４
） を 行 い 、
　 前 記 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 （ Ｓ １ ４ ） は 、 前 記 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ３ ａ ） の
終 了 後 か ら 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２ ａ ） が 開 始 さ れ る ま で 行 わ れ 、 か つ パ ー ジ ガ ス
が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る 第 １ パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段
階 （ Ｓ １ ４ ａ ） と 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ２ ａ ） の 終 了 後 か ら 次 の サ イ ク ル の
第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 （ Ｓ １ ３ ａ ’ ） が 開 始 さ れ る ま で 行 な わ れ 、 か つ パ ー ジ ガ ス が そ の
基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る 第 ２ パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 （ Ｓ
１ ４ ｂ ） と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 薄 膜 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ 反 応 ガ ス は 、 金 属 元 素 を 含 む 前 駆 体 液 体 原 料 が 気 化 し た 蒸 気 、 又 は 高 圧 ガ ス と し
て 充 填 さ れ た 容 器 か ら 放 出 さ れ る ガ ス で あ り 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス は 、 Ｈ 元 素 を 含 む 反 応 ガ
ス で あ っ て 、 前 記 薄 膜 は 、 前 記 金 属 元 素 を 含 む 薄 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請
求 項 ５ の う ち 何 れ か 一 項 に 記 載 の 薄 膜 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 薄 膜 は 、 Ｔ ｉ 、 Ｗ 、 Ｔ ａ 、 又 は Ｒ ｕ の う ち 何 れ か 一 つ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ６ に 記 載 の 薄 膜 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 １ 反 応 ガ ス は 、 金 属 元 素 を 含 む 前 駆 体 液 体 原 料 が 気 化 し た 蒸 気 、 又 は 高 圧 ガ ス と し
て 充 填 さ れ た 容 器 か ら 放 出 さ れ る ガ ス で あ り 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス は 、 Ｎ 元 素 を 含 む 反 応 ガ
ス で あ っ て 、 前 記 薄 膜 は 、 前 記 金 属 元 素 を 含 む 窒 化 金 属 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ 請 求 項 ５ の う ち 何 れ か 一 項 に 記 載 の 薄 膜 蒸 着 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 窒 化 金 属 は 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｗ Ｎ 、 又 は Ｔ ａ Ｎ の う ち 何 れ か 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ８ に 記 載 の 薄 膜 蒸 着 方 法
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 イ ン パ ル ス 供 給 を 用 い て 基 板 上 に 膜 を 蒸 着 さ せ る 薄 膜 蒸 着 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 半 導 体 業 界 で は 、 配 線 幅 の 超 微 細 化 と 共 に 薄 膜 蒸 着 温 度 の 低 温 化 が 進 み 、 そ れ に
伴 い 、 多 く の 半 導 体 製 造 工 程 に お い て 、 Ａ Ｌ Ｄ (Ａ ｔ ｏ ｍ ｉ ｃ 　 Ｌ ａ ｙ ｅ ｒ 　 Ｄ ｅ ｐ ｏ ｓ
ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ )法 が 広 く 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 Ｔ ｉ Ｎ ， Ｔ ｉ 等 の 金 属 か ら 薄 膜 を 形 成 す る 場 合 、 二 種 類 の 反 応 ガ ス を 交
互 に パ ル ス で 供 給 し 、 各 パ ル ス 間 に ガ ス パ ー ジ を 行 う 従 来 の Ａ Ｌ Ｄ 方 法 が 有 効 で な い 場 合
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が あ る 。 例 え ば 、 枚 葉 式 Ａ Ｌ Ｄ 方 法 に よ り Ｔ ｉ Ｎ 膜 を 蒸 着 す る 場 合 、 薄 膜 の 純 度 や 段 差 被
覆 性 が 高 く な る 一 方 、 生 産 性 が 低 く な る と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 の Ａ Ｌ Ｄ 方 法 を 用 い て 、 基 板 上 に 薄 膜 を 速 や か に 蒸 着 さ せ る と 共
に 、 薄 膜 の 純 度 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 薄 膜 蒸 着 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 １ 実 施 形 態 は 、 チ ャ ン バ
内 に 第 ２ 反 応 ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ２ の 進 行 中 に 、 第 １
反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ と チ ャ ン バ 内 の 基 板 に 吸 着 さ れ な い 第
１ 反 応 ガ ス を パ ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ と か ら な る サ イ ク ル を 繰 り 返 し
行 い 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ２ は 、 前 記 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ の
進 行 中 に 行 わ れ 、 か つ 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給
さ れ る 第 ２ 反 応 ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ２ 実 施 形 態 は 、 チ ャ ン バ 内 に 第 ２ 反 応 ガ ス を 連 続 的 に 供
給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ２ と 、 前 記 チ ャ ン バ 内 の 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス を 連 続
的 に 供 給 す る パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ と を 同 時 に 行 い 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給
段 階 Ｓ １ ２ の 進 行 中 に 、 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ と 前 記 基
板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ と か ら な る
サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 い 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ２ は 、 前 記 第 １ 反 応 ガ ス パ
ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ の 進 行 中 に 行 わ れ 、 か つ 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流
量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る 第 ２ 反 応 ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ を 含 み 、 前 記 パ ー ジ
ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ は 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス の イ ン パ ル ス 供 給 の 終 了 後 に 開 始 さ れ て 次
の サ イ ク ル の 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ ’ の 開 始 と 同 時 に 終 了 し 、 か つ 前 記 パ ー ジ ガ
ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階
Ｓ １ ４ ａ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ３ 実 施 形 態 は 、 チ ャ ン バ 内 に 第 ２ 反 応 ガ ス を 不 連 続 的 に
供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 不 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２ と 、 前 記 チ ャ ン バ 内 の 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス
を 連 続 的 に 供 給 す る パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ と を 同 時 に 行 い 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 不
連 続 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２ の 進 行 中 に 、 前 記 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ
１ ３ ａ と 前 記 基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １
３ ｂ と か ら な る サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 い 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 不 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２ は 、
前 記 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ の 進 行 中 に 行 わ れ 、 か つ 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス が そ の 基
本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る 第 ２ 反 応 ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２
ａ と 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２ ａ の 終 了 後 に 開 始 さ れ て 次 の サ イ ク
ル の 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ ’ の 開 始 と 同 時 に 終 了 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 停 止 段 階 Ｓ １
１ ２ ｂ と を 含 み 、 前 記 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ は 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 停 止 段 階 Ｓ １
１ ２ ｂ と 同 時 に 進 行 し 、 か つ 前 記 パ ー ジ ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス
供 給 さ れ る パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ａ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ４ 実 施 形 態 は 、 チ ャ ン バ 内 に 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第
１ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ と 、 前 記 チ ャ ン バ 内 の 基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ
ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ と 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス
供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ と 、 前 記 基 板 上 に 吸 着 さ れ た 第 １ 反 応 ガ ス と 反 応 し な い 第 ２ 反 応 ガ ス 、
又 は 反 応 し て 生 成 さ れ た 副 産 物 を パ ー ジ す る 第 ２ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ２ ｂ と か ら な る
サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 い 、 前 記 サ イ ク ル の 進 行 中 に 、 前 記 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス を 連 続 的 に
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供 給 す る パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ を さ ら に 行 い 、 前 記 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １
４ は 、 前 記 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ の 終 了 後 か ら 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ が
開 始 さ れ る ま で 行 わ れ 、 か つ パ ー ジ ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給
さ れ る パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ａ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ５ 実 施 形 態 は 、 チ ャ ン バ 内 に 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第
１ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ と 、 前 記 チ ャ ン バ 内 の 基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ
ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ と 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス
供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ と 、 前 記 基 板 上 に 吸 着 さ れ た 第 １ 反 応 ガ ス と 反 応 し な い 第 ２ 反 応 ガ ス 、
又 は 反 応 し て 生 成 さ れ た 副 産 物 を パ ー ジ す る 第 ２ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ２ ｂ と か ら な る
サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 い 、 そ の サ イ ク ル の 進 行 中 に 、 前 記 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス を 連 続 的 に
供 給 す る パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ を 行 い 、 前 記 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ は 、
前 記 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ の 終 了 後 か ら 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ が 開 始 さ
れ る ま で 行 わ れ 、 か つ パ ー ジ ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る
第 １ パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ａ と 、 前 記 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ の 終
了 後 か ら 次 の サ イ ク ル の 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ ’ が 開 始 さ れ る ま で 行 な わ れ 、 か
つ パ ー ジ ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る 第 ２ パ ー ジ ガ ス イ ン
パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ｂ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 薄 膜 蒸 着 方 法 に よ れ ば 、 第 ２ 反 応 ガ ス 又 は パ ー ジ ガ ス を 供 給 す る 際 、 そ れ
ら の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 す る こ と に よ り 、 薄 膜 の 蒸 着 速 度 及 び そ の
膜 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 薄 膜 蒸 着 方 法 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
　 第 １ 実 施 形 態 で は 、 チ ャ ン バ 内 に 第 ２ 反 応 ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供
給 段 階 Ｓ １ ２ の 進 行 中 に 、 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ と チ ャ
ン バ 内 の 基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ
と か ら な る サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ２ は 、 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ 中 の 進 行 中 に 行
わ れ 、 か つ 第 ２ 反 応 ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る 第 ２ 反 応
ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
　 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 チ ャ ン バ 内 に 第 ２ 反 応 ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供
給 段 階 Ｓ １ ２ と 、 チ ャ ン バ 内 の 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る パ ー ジ ガ ス 連 続 供
給 段 階 Ｓ １ ４ と を 同 時 に 行 い 、 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ２ の 進 行 中 に 、 第 １ 反 応 ガ
ス を 供 給 す る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ と 基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ ー ジ
す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ と か ら な る サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ 反 応 ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ２ は 、 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ の 進 行 中 に 行 わ
れ 、 か つ 第 ２ 反 応 ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る 第 ２ 反 応 ガ
ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ は 、 第 ２ 反 応 ガ ス の イ ン パ ル ス 供 給 の 終 了 後 に 開
始 さ れ て 次 の サ イ ク ル の 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ ’ の 開 始 と 同 時 に 終 了 し 、 か つ パ
ー ジ ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供
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給 段 階 Ｓ １ ４ ａ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 す な わ ち 、 第 ２ 実 施 形 態 は 、 第 １ 実 施 形 態 と 異 な り 、 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ を
含 む 。 そ し て 、 そ の パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ は 、 第 ２ 反 応 ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階
Ｓ １ ２ ａ の 終 了 と 同 時 に 開 始 さ れ て 次 の サ イ ク ル の 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ ’ の 開
始 と 同 時 に 終 了 す る パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ａ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 、 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
　 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 チ ャ ン バ 内 に 第 ２ 反 応 ガ ス を 不 連 続 的 に 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 不 連
続 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２ と 、 チ ャ ン バ 内 の 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る パ ー ジ ガ ス
連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ と を 同 時 に 行 い 、 第 ２ 反 応 ガ ス 不 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２ の 進 行 中 に 、
第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ と 基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ
ス を パ ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ と か ら な る サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 反 応 ガ ス 不 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２ は 、 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ３ ｂ の 進 行 中 に
行 わ れ 、 か つ 第 ２ 反 応 ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る 第 ２ 反
応 ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２ ａ と 、 第 ２ 反 応 ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２ ａ の
終 了 後 に 開 始 さ れ て 次 の サ イ ク ル の 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ ’ の 開 始 と 同 時 に 終 了
す る 第 ２ 反 応 ガ ス 停 止 段 階 Ｓ １ １ ２ ｂ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ は 、 第 ２ 反 応 ガ ス 停 止 段 階 Ｓ １ １ ２ ｂ と 同 時 に 進
行 し 、 か つ パ ー ジ ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る パ ー ジ ガ ス
イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ａ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 す な わ ち 、 第 ３ 実 施 形 態 は 、 第 ２ 実 施 形 態 と 異 な り 、 第 ２ 反 応 ガ ス が 不 連 続 的 に 供 給 さ
れ る 第 ２ 反 応 ガ ス 不 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２ を 含 む 。 そ し て 、 そ の 第 ２ 反 応 ガ ス 不 連 続 供 給
段 階 Ｓ １ １ ２ は 、 第 ２ 反 応 ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ １ ２ ａ と 第 ２ 反 応 ガ ス 停 止 段 階 Ｓ
１ １ ２ ｂ と を 含 む 。 ま た 、 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ は 、 第 ２ 反 応 ガ ス 停 止 段 階 Ｓ １
１ ２ ｂ と 同 時 に 進 行 す る パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ａ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は 、 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
　 第 ４ 実 施 形 態 で は 、 チ ャ ン バ 内 に 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３
ａ と 、 チ ャ ン バ 内 の 基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段
階 Ｓ １ ３ ｂ と 、 第 ２ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ と 、 基 板 上 に 吸 着
さ れ た 第 １ 反 応 ガ ス と 反 応 し な い 第 ２ 反 応 ガ ス 、 又 は 反 応 し て 生 成 さ れ た 副 産 物 と し て の
ガ ス を パ ー ジ す る 第 ２ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ２ ｂ と か ら な る サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 わ れ
、 そ の サ イ ク ル の 進 行 中 に 、 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給
段 階 Ｓ １ ４ を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ は 、 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ の 終 了 後 か ら 第 ２ 反
応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ が 開 始 さ れ る ま で 行 わ れ 、 か つ パ ー ジ ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も
多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ａ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ は 、 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ５ 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
　 第 ５ 実 施 形 態 で は 、 チ ャ ン バ 内 に 第 １ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３
ａ と 、 チ ャ ン バ 内 の 基 板 に 吸 着 さ れ な い 第 １ 反 応 ガ ス を パ ー ジ す る 第 １ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段
階 Ｓ １ ３ ｂ と 、 第 ２ 反 応 ガ ス を 供 給 す る 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ と 、 基 板 上 に 吸 着
さ れ た 第 １ 反 応 ガ ス と 反 応 し な い 第 ２ 反 応 ガ ス 、 又 は 反 応 し て 生 成 さ れ た 副 産 物 を パ ー ジ
す る 第 ２ 反 応 ガ ス パ ー ジ 段 階 Ｓ １ ２ ｂ と か ら な る サ イ ク ル を 繰 り 返 し 行 い 、 そ の サ イ ク ル
の 進 行 中 に 、 基 板 上 に パ ー ジ ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ を 行
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う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ は 、 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ の 終 了 後 か ら 第 ２ 反
応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ が 開 始 さ れ る ま で 行 わ れ 、 か つ パ ー ジ ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も
多 い 流 量 で イ ン パ ル ス 供 給 さ れ る 第 １ パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ａ と 、 第 ２ 反
応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ の 終 了 後 に 開 始 さ れ て 次 の サ イ ク ル の 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １
３ ａ ’ が 開 始 さ れ る ま で 行 わ れ 、 か つ パ ー ジ ガ ス が そ の 基 本 流 量 よ り も 多 い 流 量 で イ ン パ
ル ス 供 給 さ れ る 第 ２ パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ｂ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 す な わ ち 、 第 ５ 実 施 形 態 は 、 第 ４ 実 施 形 態 と 異 な り 、 パ ー ジ ガ ス 連 続 供 給 段 階 Ｓ １ ４ が
第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ の 終 了 後 か ら 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ２ ａ が 開 始 さ れ る
ま で 行 わ れ る 第 １ パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ａ と 、 第 ２ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １
２ ａ の 終 了 後 か ら 次 の サ イ ク ル の 第 １ 反 応 ガ ス 供 給 段 階 Ｓ １ ３ ａ ’ が 開 始 さ れ る ま で 行 わ
れ る 第 ２ パ ー ジ ガ ス イ ン パ ル ス 供 給 段 階 Ｓ １ ４ ｂ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 薄 膜 蒸 着 方 法 に よ れ ば 、 従 来 の Ａ Ｌ Ｄ 方 法 と は 異 な る ３ つ の 側 面 を 有 し て
お り 、 そ れ ら に よ っ て 、 蒸 着 速 度 を 高 く す る こ と が で き 、 ま た 、 段 差 被 覆 性 及 び 純 度 な ど
の 膜 特 性 を 向 上 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ ら ３ つ の 側 面 と し て 、 第 一 に 、 本 発 明 の 薄 膜 蒸 着 方 法 は 、 第 ２ 反 応 ガ ス を 不 連 続 的
に 供 給 す る 従 来 の Ａ Ｌ Ｄ 方 法 と は 異 な り 、 第 ２ 反 応 ガ ス を 連 続 的 に も 供 給 す る 点 が 挙 げ ら
れ る 。 第 二 に 、 パ ー ジ ガ ス を 連 続 的 に 供 給 す る こ と に 限 定 さ れ ず 、 不 連 続 的 に 供 給 す る 点
が 挙 げ ら れ る 。 第 三 に 、 第 ２ 反 応 ガ ス や パ ー ジ ガ ス を 供 給 す る 際 、 任 意 の 基 本 流 量 を 保 ち
な が ら ガ ス 供 給 を 行 い 、 そ の 途 中 で 、 多 量 の ガ ス を 供 給 す る イ ン パ ル ス 供 給 を 行 う 点 が 挙
げ ら れ る 。 こ れ ら ３ つ の 側 面 に よ っ て 、 薄 膜 を 蒸 着 さ せ る 過 程 で 、 基 板 上 に 存 在 す る 未 反
応 ガ ス や 副 産 物 と し て の ガ ス を 流 動 さ せ て 基 板 上 か ら 取 り 除 く こ と が で き る 。 そ の た め 、
基 板 上 に 吸 着 さ れ る 第 １ 反 応 ガ ス の 密 度 が 高 く な り 、 熱 分 解 置 換 反 応 を 促 進 さ せ る こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 、 上 記 各 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 反 応 ガ ス は 、 金 属 元 素 を 含 む 前 駆 体 液 体 原 料 が 気
化 し た 蒸 気 、 又 は 高 圧 ガ ス の 状 態 で 充 填 さ れ た 容 器 か ら 放 出 さ れ る ガ ス で あ り 、 第 ２ 反 応
ガ ス は 、 Ｈ 元 素 を 含 む 反 応 ガ ス で あ る 。 こ の よ う な 第 １ 、 ２ 反 応 ガ ス を 蒸 着 さ せ て 形 成 さ
れ る 薄 膜 は 、 Ｔ ｉ 、 Ｗ 、 Ｔ ａ 、 Ｒ ｕ 等 の 金 属 か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ れ と は 別 に 、 第 １ 反 応 ガ ス は 、 金 属 元 素 を 含 む 前 駆 体 液 体 原 料 が 気 化 し た 蒸 気 、 又 は
高 圧 ガ ス の 状 態 で 充 填 さ れ た 容 器 か ら 放 出 さ れ る ガ ス で あ り 、 第 ２ 反 応 ガ ス は 、 Ｎ 元 素 を
含 む 反 応 ガ ス で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 第 １ 、 ２ 反 応 ガ ス を 蒸 着 さ せ て 形 成 さ れ る 薄 膜
は 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｗ Ｎ 、 Ｔ ａ Ｎ 等 の 窒 化 金 属 か ら な る 。 例 え ば 、 Ｔ ｉ Ｎ 薄 膜 を 蒸 着 す る た め の
第 １ 反 応 ガ ス と し て 、 Ｔ ｉ Ｃ ｌ ４ 、 Ｔ Ｅ Ｍ Ａ Ｔ ｉ 、 又 は Ｔ Ｄ Ｍ Ａ Ｔ ｉ が 使 用 さ れ 、 第 ２ 反
応 ガ ス と し て Ｎ Ｈ ３ が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 薄 膜 の 種 類 及 び チ ャ ン バ の 設 計 な ど に よ り 異 な る が 、 チ ャ ン バ 内 の 圧 力 を ０ ． １
～ １ ０ Ｔ ｏ ｒ ｒ 範 囲 に 設 定 し 、 基 板 の 温 度 を ６ ０ ０ ℃ 以 下 に 設 定 し た 状 態 で 、 薄 膜 の 蒸 着
が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 を 、 図 面 に 示 す 実 施 形 態 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 こ れ は 例 示 的 な も の に 過 ぎ ず 、
当 業 者 に と っ て 、 こ れ ら の 多 様 な 変 形 及 び 均 等 な 他 の 実 施 形 態 が 可 能 で あ る こ と は 明 ら か
で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 決 定 さ れ る べ き で あ
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 、 薄 膜 を 蒸 着 す る 方 法 に 関 連 す る 技 術 分 野 で あ れ ば 任 意 の 分 野 に 適 用 可 能 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 。
【 図 ２ 】 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 。
【 図 ３ 】 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 。
【 図 ４ 】 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 。
【 図 ５ 】 薄 膜 蒸 着 方 法 の 第 ５ 実 施 形 態 を 示 す 工 程 図 。 10
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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